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ハ
l
グ
新
条
約
案
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

岡

野

子

祐

は

め

じ

ハ
1
グ
国
際
私
法
会
議
に
よ
る
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
及
び
外
国
判
決
に
関
す
る
条
約
案
」
は
、
国
際
裁
判
管
轄
及

び
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
し
、
世
界
的
に
広
く
通
用
す
る
一
般
的
な
国
際
ル
1
ル
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
一

O

年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
こ
の
条
約
案
に
つ
い
て
、
二

O
O二
年
八
月
、
ハ

l
グ
国
際
私
法
の
事
務
局
よ
り
、
同
年
一

O
月

か
ら
開
始
さ
れ
る
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
審
議
の
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
（
胃
色
町
民
E
q
O
Rロ
B
g
H
2
0・S
H
以
降

u
o
n
E

（

1）
 

と
称
す
る
）
が
、
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
分
野
に
お
け
る
各
国
の
ル
！
ル
の
違
い
か
ら
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
に
困
難
を
呈
し
、

一
時
は
ス
タ
ッ
ク
し
た
か
と
思
わ
れ
た
同
条
約
案
が
、
こ
れ
で
進
展
す
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ハ
！
グ

新
条
約
案
に
示
さ
れ
る
、
裁
判
所
の
裁
量
に
関
す
る
問
題
を
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
の
規
定
と
比
較
し
て
、
論
じ
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
問
題
点

国
際
裁
判
管
轄
及
び
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
分
野
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
世
界
的
に
通
用
す
る
国
際
ル
！
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ル
は
存
在
し
な
い
。
地
域
的
に
適
用
さ
れ
る
ル
l
ル
と
し
て
は
、

E
C諸
国
に
お
け
る
一
九
六
八
年
の
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁

（

2
）
 

判
管
轄
権
及
び
判
決
の
執
行
に
関
す
る
条
約
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
）
」
と
、
こ
の
条
約
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、

E
F
T
A諸

一
九
八
八
年
の
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
及
び
判
決
の
執
行
に
関
す
る
条
約
（
い
わ
ゆ
る
ル
ガ

国
に
も
適
用
さ
れ
る
、

（

3
）
 

ノ
条
約
）
」
と
が
そ
の
代
表
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
」
は
、
こ
の
分
野
の
国
際

的
ル
l
ル
と
し
て
、
成
功
し
た
例
で
あ
り
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
お
い
て
通
用
し
て
い
る
。

ハ
l
グ
国
際
私
法
会
議
の
一
九
九
二
年
の
一
般
問
題
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
、

広
く
世
界
的
に
適
用
さ
れ
る
条
約
作
成
の
提
案
が
、
米
国
よ
り
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
ハ

l
グ
国
際
私
法
会
議
で
の
検
討
の
結
果
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

こ
の
問
題
を
、
二

O
O
O年
開
催
予
定
の
第
一
九
会
期
の
外
交
会
議
に
お
い
て
正
式
議
題
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
条

約
案
作
成
の
た
め
の
特
別
委
員
会
に
よ
り
、

一
九
九
九
年
一

O
月
に
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
及
び
外
国
判
決
に
関
す
る

条
約
準
備
草
案
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
右
準
備
草
案
に
対
し
て
は
、
米
国
か
ら
は
強
い
不
満
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
二

O
O
O年
五
月
、

一
般
問
題
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
第
一
九
会
期
を
延
期
し
、
二

O
O
一
年
六
月
と
二

O
O
一
年
末
ま
た

は
二

O
O二
年
は
じ
め
と
の
二
回
に
分
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
第
一
回
会
議
に
お
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
い
し
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
近

い
賛
成
の
あ
る
も
の
の
み
を
決
定
し
、
第
二
回
会
議
に
お
い
て
は
通
常
の
多
数
決
方
式
に
よ
り
、
条
約
を
採
択
す
る
こ
と
が
合
わ
せ
て

決
め
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
以
上
の
経
緯
の
も
と
に
二

O
O
一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
一
九
会
期
第
一
部
の
外
交
会
議
で
は
、
議

論
を
ま
と
め
る
に
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
い
っ
た
ん
取
下
げ
ら
れ
た
案
の
再
提
案
な
ど
に
よ
り
、
議
論
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
感
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

一
般
問
題
を
扱
う
第
一
委
員
会
は
、
第
二
部
外
交
会
議
を
延
期
す
る
こ
と
、
今
後
の
方
針
を
決
定
す
る
た
め
に

数
ヶ
月
以
内
に
第
一
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
米
国
も
含
め
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ
る
、
合
意

管
轄
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
ル
l
ル
の
み
の
小
さ
な
条
約
を
作
成
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
得
た
が
、
他
方
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な
条
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約
だ
と
、
す
で
に
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
を
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
と
っ
て
は
、
魅
力
の
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
た
。こ

の
よ
う
に
、
条
約
案
が
い
わ
ば
ス
タ
ッ
ク
し
た
状
況
の
も
と
で
、
二

O
O二
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
委
員
会
に
お
い
て
、
①

常
設
事
務
局
が
、
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
の
支
援
を
得
て
、
非
公
式
手
続
を
通
じ
、
二

O
O三
年
の
前
半
に
開
催
す
る
特
別
委
員
会
に

提
出
す
べ
き
条
文
案
を
準
備
す
る
。
②
外
交
会
議
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
二

O
O三
年
の
後
半
に
開
催
す
る
。
③
非
公
式
な
条
文
案
準

備
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
委
員
会
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
コ
ア
エ
リ
ア
及
び
追
加
可
能
な
事
項
を
出
発
点
と
し
て
進
め
る
。
と
い
う

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

三
点
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
の
議
論
の
た
め
に
事
務
局
よ
り
準
備
さ
れ
た
の
が
、
先
に
述
べ
た
ロ
。

n
E
で

あ
る
。

ハ
l
グ
新
条
約
案
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

地
域
的
な
ル

1
ル
と
し
て
成
功
し
た
例
と
さ
れ
て
評
価
も
高
い
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
両
条
約
の
ル

l
ル
は
、

ハ
l
グ
新
条
約
案

に
つ
い
て
の
議
論
に
お
い
て
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
（
言
え

ば
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
は
、
大
陸
法
系
諸
国
が
中
心
と
な
っ
た
条
約
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
裁
判
所
の
裁
量

を
認
め
な
い
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
周
知
の
ご
と
く
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
等
の
コ
モ
ン
・
ロ

1
諸
国
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ハ
l
グ
新
条
約
案
に
お
い
て
は
、
当
初
よ
り
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
、

一
九
九
九
年

一
O
月
の
条
約
準
備
草
案
に
お
い
て
は
、
限
定
的
な
形
で
は
あ
る
も
の
の
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
基
く
規

定
が
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
二

O
O
一
年
六
月
の
修
正
条
約
案
に
お
い
て
も
、
実
質
的
な
変
更
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
は
、
プ ス

（阪大法学） 52 (3・4-417)965〔2002.11〕



ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
と
の
相
違
点
の
一
つ
と
言
え
る
。

（
1
）
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

。λ

“
nu 

n
H
V
 

プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
新
加
入
国
の
た
め
の
加
入
条
約
作
成
の
度
に
、
そ
の
規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ル
l
ル
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い

ω

（

5
）

苅

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
加
入
条
約
に
お
け
る
改
正
が
あ
る
。
山
別0

0
 

4
A
τ
 

a
u
I
 

qo 
nF
“
 

Fhυ 学法大阪

一
九
七
二
年
の
連
合
王
国
、

る
。
大
き
な
改
正
と
し
て
は
、
ま
ず
、

次
に
、

E
F
T
A諸
国
を
対
象
と
す
る
ル
ガ
ノ
条
約
成
立
を
契
機
と
す
る
改
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ル
ガ
ノ
条
約
は
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約

の
ル
l
ル
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
の
、
そ
れ
と
は
異
な
る
規
定
が
い
く
つ
か
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
条
約
に
は
プ
ラ
ッ
セ
ル
条

約
締
約
国
も
加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
ル

l
ル
を
、
ル
ガ
ノ
条
約
の
ル

l
ル
に
合
わ
せ
る
形
で
改
正
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
改
正
は
、
ル
ガ
ノ
条
約
成
立
の
直
後
の
、

（

6
）
 

ス
チ
ャ
ン
条
約
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
発
効
に
よ
り
、
二

O
O二
年

（

7）
 

三
月
一
日
以
降
は
「
プ
ラ
ッ
セ
ル
規
則
」
と
し
て
規
則
化
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
い
く
つ
か
の
規
定
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
九
八
九
年
の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
加
入
条
約
、
い
わ
ゆ
る
、
サ
ン
・
セ
パ

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
導
入
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
改
正
を
見
れ
ば
、

一
連
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約

を
通
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
を
認
め
な
い
と
い
う
原
則
を
維
持
し
、
国
際
的
訴
訟
競
合
、
お
よ
び
関
連

訴
訟
に
つ
い
て
の
規
定
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
裁
量
を
認
め
な
い
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
は

な
い
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
改
正
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
裁
量
権
に
関
し
て
、
若
干
の
規
定
の
変
更
が
な
さ
れ
て
は
い
る
。

（
i
）
一
九
六
八
年
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約

ま
ず
、
最
初
の
一
九
六
八
年
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
ル

l
ル
が
定
め
ら
れ
た
。

第
二
一
条
（
訴
訟
競
合
）

第
一
項
一
同
一
当
事
者
聞
に
お
け
る
同
一
の
訴
訟
原
因
に
基
づ
く
訴
え
が
、
異
な
る
締
約
国
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
場
合
、
最
初



に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
は
、
職
権
に
基
づ
き
、
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
の
た
め
に
、
訴
え
を
却

下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
項
一
前
項
の
規
定
に
よ
り
訴
え
を
却
下
す
べ
き
裁
判
所
は
、
他
の
裁
判
所
の
管
轄
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
自
ら
の
手

続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
二
条
（
関
連
訴
訟
）

第
一
項
一
関
連
す
る
訴
え
が
、
異
な
る
締
約
国
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
場
合
、

い
ず
れ
の
訴
訟
も
第
一
審
の
審
理
に
服
し
て
い
る

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

と
き
は
、
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
は
、
自
ら
の
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項
一
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
は
、
そ
の
法
廷
地
法
が
関
連
す
る
訴
訟
の
併
合
を
認
め
、
か
つ
最
初

に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
が
い
ず
れ
の
訴
え
に
つ
い
て
も
管
轄
を
有
す
る
と
き
に
は
、
当
事
者
の
一
方
の
申
立
に
基
づ
き
、

訴
え
を
却
下
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
三
項
一
本
条
に
お
い
て
、
複
数
の
訴
訟
が
互
い
に
密
接
な
関
連
を
有
し
、
別
個
の
手
続
に
よ
っ
て
矛
盾
し
た
判
決
が
下
さ
れ
る

危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
共
に
審
理
し
判
決
す
る
こ
と
が
便
宜
に
か
な
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
、
関
連
す
る
訴
訟
と
み

な
さ
れ
る
。

裁
判
管
轄
に
関
す
る
裁
判
所
の
裁
量
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
規
定
を
お
か
ず
、
裁
判
管
轄
が
問
題
と
な
り
う
る
訴
訟
競
合
の
場
合
の

み
を
規
律
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
ま
た
そ
の
訴
訟
競
合
の
状
況
に
お
い
て
さ
え
も
、
係
属
の
前
後
と
い
う
時
間
的
な
基
準
を
機
械

的
に
適
用
し
、
前
訴
裁
判
所
に
一
律
に
優
先
権
を
与
え
る
こ
の
規
定
は
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
法
理
を
認
め
な
い
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
裁
判
管
轄
規
定
を
精
鍬
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所

の
裁
量
の
必
要
性
を
な
く
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
そ
れ
な
り
に
合
理
性
を
有
す
る
点
も
あ
る
が
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
当
事
者
聞
に
、
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早
い
者
勝
ち
の
管
轄
地
争
い
の
傾
向
を
助
長
し
た
と
の
批
判
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

コ
モ
ン
・
ロ
l
国
で
あ
る
連
合
王
国
が
加
入
し

た、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
閲
し
て
の
改
正
は

一
九
七
二
年
の
加
入
条
約
に
際
し
て
の
改
正
に
お
い
て
も
、

な
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
加
入
条
約
の
公
式
報
告
書
に
お
い
て
、
シ
ュ
ロ
ッ
サ
1
は
、
連
合
王
国
が
一
九
六
八
年
条
約
に
加
入
し
た
後
、

共
同
体
の
他
の
構
成
田
と
の
関
係
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
を
実
行
し
続
け
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能

（

8
）

（

9）
 

で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
り
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
基
本
的
な
姿
勢
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（HH
U

）
サ
ン
・
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
条
約

し
か
る
に
、
ル
ガ
ノ
条
約
作
成
に
際
し
て
、
こ
の
硬
直
的
な
規
定
が
、
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
問
題
を
生
じ
る
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
、
時
間
的
な
基
準
の
一
律
な
適
用
を
少
し
緩
和
す
る
規
定
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
る
形
で
、
サ
ン
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
条
約
に

お
い
て
は
、
以
下
の
形
に
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
一
条
（
訴
訟
競
合
）

第
一
項
一
同
一
当
事
者
聞
に
お
け
る
同
一
の
対
象
お
よ
び
同
一
の
訴
訟
原
因
に
基
づ
く
訴
え
が
、
異
な
る
締
約
国
の
裁
判
所
に
係

属
す
る
場
合
、
後
訴
裁
判
所
は
、
職
権
に
基
づ
き
、
前
訴
裁
判
所
の
管
轄
が
確
定
さ
れ
る
ま
で
、
訴
訟
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

FaR

、o
e
L

町’L
W

第
二
項
一
前
訴
裁
判
所
の
管
轄
が
確
定
さ
れ
た
時
は
、
後
訴
裁
判
所
は
訴
え
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二
条
一
（
関
連
訴
訟
）

改
正
な
し
。

従
来
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
第
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
後
訴
裁
判
所
は
、
前
訴
裁
判
所
で
管
轄
権
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
常

に
、
前
訴
裁
判
所
を
優
先
さ
せ
て
み
ず
か
ら
の
管
轄
権
を
職
権
で
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
そ
の
場
合
、

そ
の
後
、
前
訴
裁
判
所
で
管
轄
を
有
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
時
に
は
、
両
方
の
訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
出
訴
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期
限
が
経
過
し
、
訴
訟
提
起
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
も
有
り
得
る
。
ル
ガ
ノ
条
約
作
成
に
際
し
て
、

E
F
T
A諸
国
代
表
は
、
そ
の
よ

う
な
解
決
は
あ
ま
り
に
も
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
不
都
合
を
回
避
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
規
定

と
は
異
な
る
規
定
を
定
め
た
た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
サ
ン
・
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
条
約
に
お
い
て
も
、
第
一
二
条
が
右
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
訴
裁
判
所
の
管
轄
権
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
後
訴
裁
判
所
が
前
訴
裁
判
所
を
優
先
し
て
管
轄
権
を
否
定
す

（叩）

る
と
い
う
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（…
m
）
プ
ラ
ッ
セ
ル
規
則

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

そ
の
後
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
が
規
則
化
す
る
際
に
も
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
関
す
る
規
定
に
さ
ら
に
改

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
条
約
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
七
条
一
（
訴
訟
競
合
）

改
正
な
し
。

第
二
八
条
一
（
関
連
訴
訟
）

第
一
項
一
関
連
す
る
訴
え
が
、
異
な
る
締
約
国
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
場
合
、
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所

は
、
自
ら
の
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項
一
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
は
、

い
ず
れ
の
訴
訟
も
第
一
審
の
審
理
に
服
じ
て
い
る
と
き
は
、
最

初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
の
法
が
関
連
す
る
訴
訟
の
併
合
を
認
め
、
か
つ
最
初
に
訴
え
が
係
属
し
た
裁
判
所
が
い
ず
れ
の

訴
え
に
つ
い
て
も
管
轄
を
有
す
る
と
き
に
は
、
当
事
者
の
一
方
の
申
立
に
基
づ
き
、
訴
え
を
却
下
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第
三
項
一
本
条
に
お
い
て
、
複
数
の
訴
訟
が
互
い
に
密
接
な
関
連
を
有
し
、
別
個
の
手
続
に
よ
っ
て
矛
盾
し
た
判
決
が
下
さ
れ
る

危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
共
に
審
理
し
判
決
す
る
こ
と
が
便
宜
に
か
な
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
、
関
連
す
る
訴
訟
と
み

な
さ
れ
る
。
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こ
の
規
定
に
お
い
て
、
「
い
ず
れ
の
訴
訟
も
第
一
審
の
審
理
に
服
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
要
件
が
、
第
一
項
か
ら
削
除
さ
れ
、
第

二
項
の
み
に
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
関
連
訴
訟
の
併
合
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
後
訴
裁
判
所
の
法
で
は
な
く
、
前

訴
裁
判
所
の
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
い
ず
れ
も
、

一
九
六
八
年
条
約
に
お
け
る
誤
り
を
是
正
す
る
た

め
と
説
明
さ
れ
る
（
E
C
委
員
会
に
よ
る
プ
ラ
ッ
セ
ル
規
則
の
提
案
C
O
M
（
H
S
S
ω
島
出
口
町
子
匂
・
巴
）
。
前
者
は
、
当
事
者
に
二

段
階
の
手
続
と
い
う
利
益
を
保
証
す
る
観
点
か
・
り
す
れ
ば
、
前
訴
と
後
訴
が
共
に
第
一
審
に
係
属
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
中
止
を
規

定
す
る
第
一
項
で
は
な
く
て
却
下
を
規
定
す
る
第
二
項
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
改
正
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
前
訴
裁
判
所
に
訴

え
が
併
合
さ
れ
る
た
め
に
は
、
前
訴
裁
判
所
の
法
に
よ
る
判
断
を
必
要
と
す
る
と
改
正
さ
れ
た
の
は
、
当
然
の
事
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

一
連
の
改
正
に
際
し
て
は
、
訴
訟
競
合
、
及
び
関
連
訴
訟
に
つ
い
て
の
、
後
訴
裁
判
所
に
よ
る
訴
え
却
下
の
時
期

に
つ
い
て
、
若
干
の
余
裕
を
持
た
せ
る
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
も
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
よ
う
な
裁
判
所
の
裁
量
の
余
地
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
と
同
じ
で
あ
る
。

（

2
）
 

ハ
l
グ
新
条
約
案
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

（J
A

）
第
二
一
条
（
訴
訟
競
合
）
お
よ
び
第
二
二
条
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
）

一
九
九
九
年
一

O
月
に
採
択
さ
れ
た
ハ

l
グ
条
約
準
備
草
案
に
お
い
て
、
訴
訟
競
合
、
お
よ
び
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン

（日）

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
規
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二

O
O
一
年
六
月
の
修
正
条
約
案
で
若
干
追
加
さ
れ
た
箇
所

」
れ
に
対
し
、

（
傍
線
に
よ
り
示
す
）
も
あ
る
が
、
実
質
的
な
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
一
条
一
（
訴
訟
競
合
）

第
一
項
一
同
一
の
当
事
者
が
異
な
る
締
約
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
を
行
な
い
、
か
っ
、
求
め
る
請
求
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

手
続
が
同
一
の
訴
訟
原
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
最
初
の
受
訴
裁
判
所
が

〔
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
〕
〔
又
は
そ
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れ
ら
の
規
定
と
矛
盾
し
な
い
国
内
法
上
〕

の
規
定
に
基
づ
き
管
轄
権
を
有
し
、
か
っ
そ
の
裁
判
所
が
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
の

国
に
お
い
て
こ
の
条
約
に
基
づ
き
承
認
す
る
事
が
で
き
る
判
決
を
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所

は
、
手
続
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
が
第
四
条
（
筆
者
注
一
管
轄
合
意
）
〔
第
一
一

条
（
同
一
信
託
）
〕
ま
た
は
第
一
二
条
（
同
一
専
属
管
轄
）
に
よ
り
専
属
的
な
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
二
項
二
一
番
目
の
受
訴
裁
判
所
は
、
最
初
の
受
訴
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
よ
る
承
認
ま
た
は
執
行
の
要
件
を
満
た
す
判
決
を
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
管
轄
権
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

第
三
項
一
最
初
の
受
訴
裁
判
所
の
原
告
が
本
案
に
つ
い
て
の
裁
判
を
得
る
た
め
に
必
要
な
手
続
を
と
ら
な
い
場
合
又
は
そ
の
裁
判

所
が
合
理
的
な
期
間
内
に
本
案
に
つ
い
て
の
裁
判
を
し
な
い
場
合
に
は
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ

り
、
事
件
の
審
理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
項
一
前
三
項
の
規
定
は
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
の
管
轄
権
が
第
一
七
条
の
規
定
に
従
い
国
内
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場

ム
ロ
に
も
適
用
さ
れ
る
。

第
五
項
一
本
条
の
適
用
上
、
裁
判
所
は
次
の
時
に
受
訴
し
た
も
の
と
す
る
。

(a) 

手
続
を
開
始
す
る
文
書
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
文
書
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
時

(b) 

そ
の
文
書
が
裁
判
所
に
提
出
す
る
前
に
送
達
す
べ
き
場
合
は
、
送
達
権
限
の
あ
る
も
の
が
受
け
取
っ
た
時
又
は
被
告
に
送

達
さ
れ
た
時

［
適
切
な
場
合
に
は
、
世
界
標
準
時
が
適
用
さ
れ
る
。
］

第
六
項
一
最
初
の
受
訴
裁
判
所
で
の
訴
え
に
お
い
て
、
原
告
が
被
告
に
対
し
て
債
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
い

る
場
合
に
お
い
て
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
に
実
質
的
な
救
済
を
求
め
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
、
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(a) 

前
各
項
の
規
定
は
、
当
該
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
に
適
用
し
な
い
。

(b) 

二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
基
づ
き
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
を
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
最

初
の
受
訴
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
手
続
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
項
一
最
初
の
受
訴
裁
判
所
が
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
二
番
目
の
受
訴
裁
判
所
が
次
条
に
定
め
る
条
件
に
基
づ
き
紛
争

を
解
決
す
る
の
に
明
ら
か
に
よ
り
適
切
で
あ
る
と
決
定
す
る
場
合
に
は
、
本
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
二
二
条
（
管
轄
権
を
行
使
し
な
い
例
外
的
な
状
況
）

第
一
項
一
例
外
的
な
状
況
下
で
あ
り
、
か
っ
、
裁
判
所
の
管
轄
権
が
第
四
条
に
従
い
有
効
な
専
属
的
な
裁
判
所
の
選
択
の
合
意
に

基
づ
く
も
の
又
は
第
七
条
（
筆
者
注
一
一
消
費
者
契
約
）
、
第
八
条
（
同
一
一
雇
用
契
約
）
も
し
く
は
第
二
二
条
（
同
一
保
全
処
分
）

に
基
づ
く
も
の
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
不
適
切
で
あ
り
、
か
つ
他
の

国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
、
紛
争
解
決
に
明
ら
か
に
適
切
で
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
手

続
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
立
て
は
、
本
案
に
つ
い
て
の
最
初
の
抗
弁
提
出
の
と
き
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、。
第
二
項
一
裁
判
所
は
、
特
に
次
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(a) 

当
事
者
の
常
居
所
の
観
点
か
ら
の
当
事
者
に
と
っ
て
の
不
便
性

(b) 

書
証
及
び
証
人
を
含
む
証
拠
の
性
質
及
び
所
在
並
び
に
当
該
証
拠
を
収
集
す
る
手
続

(c) 

適
用
さ
れ
る
時
効
の
期
間

(d) 

本
案
に
つ
い
て
の
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
を
得
る
可
能
性

第
三
項
一
裁
判
所
は
、
手
続
を
停
止
す
る
か
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
、
当
事
者
の
国
籍
又
は
常
居
所
に
基
づ
く
差
別
を
し
て
は
な
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ら
な
い
。

第
四
項
一
裁
判
所
は
、
第
一
項
に
よ
り
手
続
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
場
合
に
は
、
被
告
に
対
し
、
本
案
に
つ
い
て
の
他
の

裁
判
所
の
裁
判
を
満
足
さ
せ
る
の
に
十
分
な
担
保
の
提
供
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
他
の
裁
判
所
が
第
一
七
条

合｜釜

iミ塁
警間

関長
自i
祭｜善
命｜に

II左
希｜室

長If
ii主

観音

が｜裁

質｜所

な｜場

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

あわ
るれ
こる
と事
〕｜は
をな
証い
明こ
しと
な〕

お冨
τ語
輔の
鞘裁
所塑
は宮
前田
段又
のは
担当
保替
の由
主邑 の
藤裁
を判
命所
じの
た務

庁判
れが
ば執
な行
ら さ
なれ
いる
。第

国

十
分
な
資
産
が

第
五
項
一
裁
判
所
が
第
一
項
に
よ
り
手
続
を
停
止
し
た
場
合
、
当
該
裁
判
所
は
、

(a) 

他
の
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
し
た
場
合
又
は
原
告
が
裁
判
所
の
定
め
た
期
間
内
に
そ
の
国
に
お
い
て
訴
訟
を
提
起

所
が
原
則
的

優
先
権
を
持
．っ
と
し
な
が
り

も

後
訴
裁

謀
優
先
権
を
譲
る
場
~ 
口

．っ

て

定
の
場
A 
口

を
定
め
て

る

と
が
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し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
管
轄
権
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

(b) 

他
の
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
し
な
い
旨
を
決
定
し
た
場
合
に
は
、
事
件
の
審
理
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
項
一
こ
の
条
は
、
裁
判
所
が
第
一
七
条
に
の
み
基
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
〔
で
あ
っ
て
そ
れ
が
〔
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
〕

の
規
定
と
矛
盾
す
る
と
き
〕
に
は
適
用
し
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
管
轄
権
の
不
行
使
の
問
題
は
圏
内
法
に
よ
る
。

〔
第
七
項
一
受
訴
裁
判
所
で
あ
っ
て
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
（
筆
者
注
一
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
）
に
よ
り
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
又
は
管
轄
権
不
行
使
の
た
め
の
他
の
類
似
の
ル

l
ト
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
〕

こ
れ
ら
の
規
定
を
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
の
規
定
と
比
較
し
た
場
合
、
第
二
二
条
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
法
理
そ
の
も
の
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
第
一
二
条
の
訴
訟
競
合
の
規
定
に
お
い
て
も
、
前
訴
裁
判



注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
二
条
に
お
い
て
、
前
訴
裁
判
所
の
優
先
権
は
、
第
三
項
、
第
六
項
、
に
示
さ
れ
る
条
件
の
下
に
拒
否

さ
れ
得
る
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
特
に
指
摘
す
べ
き
は
、
第
六
項
に
お
け
る
、
消
極
的
確
認
訴
訟
と
実
体
法
上
の
義
務
の
履
行
を
求

め
る
訴
訟
と
が
競
合
し
た
場
合
の
規
定
で
あ
る
。

（

H
U
）
消
極
的
確
認
訴
訟
先
行
の
訴
訟
競
合

第
六
項
は
、
訴
訟
競
合
の
事
案
に
お
い
て
、
消
極
的
確
認
訴
訟
が
先
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
消
極
的
確
認
訴
訟
が
係
属
す
る
前
訴

裁
判
所
に
優
先
権
を
認
め
ず
、
実
体
法
上
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
が
係
属
す
る
後
訴
裁
判
所
が
、
立
場
を
逆
転
し
て
優
先
権
を

与
え
ら
れ
る
と
規
定
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
か
つ
て
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
第
二
一
条
の
訴
訟
競
合
の
規
定
の
解
釈
と
い
う
形
で
、

ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
か
ら
付
託
さ
れ
た
、

（ロ）

で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
問
題
に
先
立
っ
て
、
そ
も
そ
も
消
極
的
確
認
訴
訟
と
、
実
体
法
上
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
と
は
、
「
訴

一
九
九
四
年
の
H
，

z
d
g事
件
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
も
の

訟
原
因
」
が
同
一
で
あ
る
と
い
い
得
る
の
か
と
い
う
点
も
、
同
じ
く
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
第
二
一
条
の
解
釈
に
関
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
で
の
給
付
請
求
の
訴
え
と
イ
タ
リ
ア
で
の
消
極
的
確
認
訴
訟
の
訴
え
と

（臼）

一
九
八
七
年
の
の
ロ
E
R
V
機
械
工
場
事
件
に
お
い
て
、
二
つ
の
訴
訟
原
因
は
同
一
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
し
か

が
競
合
し
た
、

し
、
の
吾
ぽ
号
機
械
工
場
事
件
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
の
給
付
請
求
の
訴
え
が
先
行
し
た
事
案
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
、
消

極
的
確
認
訴
訟
が
先
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
第
二
一
条
の
前
訴
裁
判
所
が
優
先
す
る
の
か
が
、
↓
官
、
吋
曲
一
岡
可
事
件
に
お
い
て
問
わ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
消
極
的
確
認
訴
訟
が
先
行
す
る
場
合
も
、
第
一
二
条
適

用
の
例
外
と
は
な
ら
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。

コ
モ
ン
・
ロ

1
体
系
を
有
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
規
則
に
お
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
が
あ
る
事
件
の
本
案
を
審
理

す
る
の
に
適
切
な
法
廷
地
が
ど
こ
に
な
る
か
を
判
断
す
る
際
に
、
そ
の
事
件
の
消
極
的
確
認
訴
訟
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
あ
る
い
は

ヨ
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外
国
裁
判
所
に
起
こ
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
消
極
的
確
認
訴
訟
の
存
在
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
ル

l
ル
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
な
さ
れ
た
消
極
的
訴
訟
が
、
後
に
な
さ
れ
た
給
付
の
訴
え
を
麻
揮
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
と
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
同
様
に
、
実
体
法
上
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
の
当
事
者
の
方
を

「
真
の
当
事
者
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
ち
ら
の
訴
訟
を
競
合
す
る
消
極
的
確
認
訴
訟
よ
り
も
優
先
さ
せ
た
カ
ナ
ダ
の
判
例
も
あ
る

（巧
g
g
n
k
P
R
B宮
B
E
n－
〈
・
岡
山
同
三
官
。
ロ
〉
町
一
円
同
島
【
U
0
・w
Z
0
・
2
∞N
誌
戸
∞
・
円
い
－
Z
0
4
・N
m
－

z
g）
。
し
か
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法

裁
判
所
の
示
し
た
見
解
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
l
的
考
え
と
は
対
照
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

ハ
l
グ
新
条
約
準
備
草
案
の
第
一
一
一
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
、
消
極
的
確
認
訴
訟
と
、
実
体
法
上
の
義

務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
と
の
、
訴
訟
原
因
は
同
一
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判
所
の
の
Z
E
R
F

機
械
工
場
事
件
と
同
じ
前
提
に
立
つ
。
そ
の
上
で
、
第
六
項
に
お
い
て
、
消
極
的
確
認
訴
訟
が
先
行
す
る
際
に
は
、
前
訴
裁
判
所
の
優

先
権
を
認
め
な
い
と
の
規
定
を
お
き
、
こ
の
点
で
は
、
司
話
、
『
印
可
可
判
決
に
反
対
の
立
場
を
取
る
。
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
第
二
一
条
ゃ
、

ハ
l
グ
新
条
約
準
備
草
案
二
一
条
の
よ
う
に
、
訴
訟
競
合
の
事
例
に
対
し
て
、
裁
判
所
へ
の
訴
訟
係
属
時
を
基
準
と
し
、
前
訴
裁
判
所

に
機
械
的
に
優
先
権
を
与
え
る
場
合
、
当
事
者
聞
に
「
早
い
者
勝
ち
」
の
競
争
を
誘
発
す
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
そ
し
て
こ
の
競
争

は
、
結
果
と
し
て
多
く
の
場
合
、
原
・
被
告
逆
転
型
の
、
消
極
的
確
認
訴
訟
と
、
実
体
法
上
の
義
務
履
行
を
求
め
る
訴
訟
と
の
国
際
的

訴
訟
競
合
の
形
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
何
ら
か
の
規
制
を
す
れ
ば
、
「
早

い
者
勝
ち
」
の
競
争
に
対
す
る
抑
制
と
な
り
得
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
も
か
な
り
解
消
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
規
制
と
し
て
、

第
六
項
の
よ
う
に
、
先
行
す
る
消
極
的
訴
訟
を
、

い
わ
ば
「
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
」
と
す
る
方
法
は
、
意
義
あ
る
方
法
と
言
え
よ
う
。

（
…
皿
）
訴
訟
競
合
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

さ
ら
に
準
備
草
案
第
二
一
条
第
七
項
は
、
訴
訟
競
合
の
前
訴
裁
判
所
で
あ
っ
て
も
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
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（

U）
 

に
よ
り
、
自
ら
の
管
轄
権
を
拒
否
で
き
る
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
第
一
一
一
条
と
第
二
二
条
と
を
つ
な
ぐ
規
定
で
あ
り
、
訴
訟
競

合
の
事
案
に
お
け
る
前
訴
裁
判
所
の
優
先
的
な
管
轄
権
は
、
第
三
項
、
第
六
項
と
い
う
特
定
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
一
般
的
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
よ
る
管
轄
権
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、

モ
ン
・
ロ
l
体
系
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

（
－

w）
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
規
定

し
か
し
、
こ
れ
を
受
け
た
第
二
二
条
に
示
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
規
定
は
、
裁
判
所
が
管
轄
を
拒
否
す

る
か
否
か
を
考
慮
す
る
際
に
、
対
象
と
す
る
要
素
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
裁
量
の
幅
を
限
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
に

お
い
て
従
来
の
コ
モ
ン
・
ロ

1
諸
国
の
国
内
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
コ
モ
ン
・
ロ

1
諸
国
聞
に
お
け
る
パ
リ
エ
！
シ
ョ

一
定
の
要
件
で
統
一
化
し
、
予
測
可
能
性
を
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
条
約
案
は
、
第
二
七
条
三
項
に
お
い
て
、

承
認
な
い
し
執
行
裁
判
所
は
、
判
決
裁
判
所
が
第
二
二
条
に
基
き
管
轄
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
承
認
・
執
行
を
拒
否

ン
を
、

で
き
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
承
認
・
執
行
段
階
に
お
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ

る
こ
と
を
防
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ハ

1
グ
条
約
案
に
お
い
て
は
、
か
な
り
限
定
的
な
形
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
法
理
の
導
入
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
こ
れ
は
、
限
定
的
な
規
定
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
の
、

原
則
と
し
て
裁
判
所
の
裁
量
を
認
め
な
い
と
い
う
姿
勢
と
は
、
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
二
一
条
、
第
二
二
条

は
共
に
、
大
陸
法
、

コ
モ
ン
・
ロ
I
の
妥
協
点
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

四

ロ
O
の
邑
で
の
問
題
点
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

uon出
で
は
、
先
の
第
一
委
員
会
に
お
い
て
決
め
ら
れ
た
コ
ア
エ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
、

I
合
意
管
轄
、

E
応
訴
、

E
被
告
住
所
地
、 コ
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W
反
訴
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
二

O
O
一
年
六
月
の
修
正
条
約
案
を
前
提
と
し
て
、
議
論
の
た
め
の
た
た
き
台
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
よ
う
な
一
般
的
な
規
定
は
、
。
。

n
E
に
お
い
て
は
、
各
コ
ア
エ
リ
ア
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
ご
と
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
形
と
な
る
。
。
。

n
E
に
お
い
て
最
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
確
度

の
高
い
、
合
意
管
轄
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
関
す
る
点
を
あ
げ
て
お
き
た

L、。（

1
）
合
意
管
轄
さ
れ
た
裁
判
所
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

合
意
管
轄
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
問
題
点
は
、
ま
ず
第
一
に
、
当
事
者
の
合
意
が
な
さ
れ
た
裁
判
所

に
管
轄
権
拒
否
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
準
備
草
案
第
二
二
条
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
は
、
管
轄
合

意
が
専
属
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
適
用
は
認
め
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定

が
基
本
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
。
。

n
巴
で
は
、
さ
ら
に
、
管
轄
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
限
ら
れ
た
裁
量
権
も
排
除
す
る
た

め
に
、
二

O
O
一
年
六
月
の
外
交
会
議
で
示
さ
れ
た
、
こ
れ
に
類
似
す
る
各
締
約
国
の
圏
内
法
規
定
も
適
用
し
な
い
と
す
る
括
弧
付
の

（

日

）

（

叩

山

）

第
七
項
の
規
定
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
属
的
で
な
い
合
意
管
轄
に
お
い
て
も
、
各
国
の
圏
内
法
に
よ
る
裁
量
に
よ
る

（
げ
）

の
で
は
な
く
、
準
備
草
案
第
二
二
条
の
よ
う
な
一
定
の
規
則
の
も
と
で
の
、
管
轄
権
拒
否
の
形
が
必
要
と
な
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（

2
）
合
意
さ
れ
て
い
な
い
裁
判
所
に
訴
訟
係
属
し
た
場
合
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
専
属
的
合
意
か
否
か
で
区
別
さ
れ
る
。

u
o
n
z
は
、
専
属
的
合
意
管
轄
に
お
い
て
は
、
他
の
裁
判
所
は
、

た
と
え
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
も
管
轄
権
を
拒
否
す
べ
き
事
を
明
記
す
べ
き
事
、
他
方
、
非
専
属
的
管
轄
合
意
に
お
い
て
は
、
圏
内
法
に

基
づ
く
管
轄
規
定
が
適
用
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
規
定
す
べ
き
事
、
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
締
約
国
裁
判
所
を
合
意
管
轄

と
し
て
選
択
し
た
場
合
と
、
非
締
約
国
を
選
択
し
た
場
合
と
の
区
別
に
つ
い
て
の
考
慮
を
示
唆
し
て
い
る
。
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（

3
）
合
意
さ
れ
て
い
な
い
裁
判
所
に
よ
る
訴
訟
差
止

噌
E
A

O

ァ“
ハH
U

A
U
 

0
4
 

nnu 

n
d－
 

n
F
 

nHv 

n4υ 
a
A
1
 

4
性

向

4υ。，“
F
h
u
 

と
さ
れ
よ
う

0
8
2＠
で
は
、
専
属
管
轄
の
事
案
に
限
つ
て
の
問
題
提
示
と
な
っ
て
い
る
が
、
よ
り
一
般
的
な
議
論
も
必
要
と
な
ろ
う
。
畔大阪

注
目
さ
れ
る
の
は
、
専
属
的
管
轄
合
意
が
な
さ
れ
た
裁
判
所
の
裁
判
の
差
止
を
求
め
る
訴
訟
を
、
禁
止
す
る
規
定
を
お
く
べ
き
か
ど

う
か
の
議
論
が
、
口
。

n
S
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
に
お
い
て
は
、
外
国
訴
訟
差
止
を
禁
止
す

る
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
そ
の
も
の
を
認
め
な
い
同
条
約
に
お
い
て

は
、
外
国
訴
訟
差
止
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
当
然
の
前
首
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
ゆ
え
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
が
適
用
さ
れ
る
事
案
に
お
い
て
、
訴
訟
競
合
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
他
の
締
約
国
に
係
属
す
る
訴
訟

（問）

の
差
止
を
認
め
る
判
例
が
、
い
く
つ
か
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
及
び
、
こ
れ
に
関
す
る
何
ら
か
の
規
定
は
必
要

お

わ

り

ハ
l
グ
新
条
約
は
、
そ
の
対
象
を
広
く
、
世
界
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
議
論
が
錯
綜
し
、
ま
と
ま
っ
た
規
定
と
な
る
に
は
、
ま

だ
、
多
く
の
検
討
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
に
閲
す
る
規
定
に
つ
い
て
い
え

ば
、
明
確
な
管
轄
規
則
の
下
で
、
例
外
的
に
個
別
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
調
整
の
場
を
設
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
裁
判
所
が
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
下
で
模
索
し
て
き
た
。
正
義
追
求
の
た
め
の
限
定
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法

（凶）

理
と
、
重
な
る
部
分
も
多
い
。
ブ
ラ
ッ
セ
ル
・
ル
ガ
ノ
条
約
に
お
い
て
確
実
性
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
訴
訟
競
合
に
お
け
る
管
轄
地
争

い
を
助
長
し
、
時
に
不
適
切
な
法
廷
地
で
の
訴
訟
を
許
し
て
き
た
欠
点
を
、

一
定
の
要
件
に
絞
り
込
ん
だ
形
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
を
第
二
二
条
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
是
正
す
る
と
い
う
、
こ
の
条
約
案
は
、
大
陸
法
、

コ
モ
ン
・
ロ

l
両

体
系
国
に
と
っ
て
一
つ
の
妥
協
し
う
る
回
答
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
規
定
そ
の
も
の
は
、
口
。
ゎ
邑
の
対
象
と
は
さ
れ



て
い
な
い
が
、
二

O
O
一
年
六
月
の
条
約
修
正
案
に
お
い
て
も
、
大
き
な
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

が
生
か
さ
れ
る
形
で
の
議
論
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
今
後
の
議
論
の
進
展
に
注
目
し
た
い
。

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

（

1
）
尽
冊
目
呂
E
q
u
Rロ
旨
g
H
Z
0・
5
・0同
〉
ロ
宮
田
丹

N
O
S
E可宮島
H
S
ω
n
E
－N－

（2
）
畠
巴
叶
N
F
N
S－S
・
同
条
約
の
翻
訳
は
、
岡
本
「
わ
が
国
際
私
法
事
件
に
お
け
る
E
E
C裁
判
管
轄
条
約
」
同
法
二
九
巻
四
号
一
頁
、

五
号
一
五
頁
。
』

g向
島
に
よ
る
同
条
約
の
公
式
報
告
書
は
♀

5
3
S
L－
参
照
。
同
報
告
書
の
翻
訳
は
、
関
西
国
際
民
事
訴
訟
法
研
究
会

「
民
事
お
よ
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
判
決
の
執
行
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
公
式
報
告
書
（
一
）
1
（
八
）
」
国
際
商
事
法
務
〈
色
－

N叶・
Z
0・吋
1
〈
o－－
N∞－
Z
0・N・

（3
）

♀

z
g
w
F
ω
S－
N印
・
守
口
同
己
お
よ
び
冨
D
－－
R
に
よ
る
公
式
報
告
書
は

O
』
邑
由
O
p
s－
昆
・
参
照
。
同
報
告
書
の
翻
訳
は
、
関
西
国

際
民
事
訴
訟
法
研
究
会
「
民
事
お
よ
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
判
決
の
執
行
に
関
す
る
ル
ガ
ノ
条
約
公
式
報
告
書
（
一
）
1
（
十
三

・
完
）
」
国
際
商
事
法
務
〈
。
－
－

N
P
Z
0・hFE〈♀・

8
・
z。・
hH
参
照
。

（4
）
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
道
垣
内
「
国
際
裁
判
管
轄
お
よ
び
外
国
判
決
承
認
執
行
条
約
案
の
検
討
（
一
）
（
二
）
（
三
・
完
）
」

N
B
L

六
七
五
号
一
二
頁
、
六
七
六
号
三
四
頁
、
六
七
九
号
四
九
頁
以
下
参
照
。

（5
）

♀

巴
a
z
o
p
p
同
改
正
条
約
の
翻
訳
、
紹
介
に
つ
い
て
は
、
岡
本
「
一
九
七
八
年
『
拡
大
E
E
C判
決
執
行
条
約
』
（
一
）
つ
己
」

同
法
コ
二
巻
二
号
八
一
頁
、
三
号
一
二
九
頁
。

ω
n
E
o
g
R
に
よ
る
同
条
約
の
公
式
報
告
書
は
、
。
』
巴
叶
∞
日
夕
己
・
同
報
告
書
の
翻
訳
は
、

関
西
国
際
民
事
訴
訟
法
研
究
会
「
民
事
お
よ
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
判
決
の
執
行
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
公
式
報
告
書

（九）
i
つ
二
・
完
）
」
国
際
商
事
法
務
〈
o－・出－
Z
0・？・’〈♀・呂、
Z
0・ω・
参
照
。

（6
）
♀
邑
∞
由

F
N∞印
w
F
同
条
約
の
の
E
N－－
g
＆・』巾
S
H己
三
名
に
よ
る
公
式
報
告
書
は
、
♀

E
S
（U
H
S－h
3
0・宅・
ω∞l
巴
・
間
報
告
書
の

翻
訳
に
つ
い
て
は
、
関
西
国
際
民
事
訴
訟
法
研
究
会
三
九
八
九
年
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
加
入
条
約
（
サ
ン
・
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
条
約
）

（
上
）
、
（
中
）
、
（
下
）
」
国
際
商
事
法
務
〈

a・
8
・
Z
0・印
i
Z
0・
吋
参
照
。

（7
）

♀

N
C
S
F
H
N－
F
翻
訳
は
、
中
西
康
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
二

0
0
0年
一
二
月

二
二
日
の
理
事
会
規
則
（
E
C）
主
主
M
g
H
（
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
I
規
則
）
（
上
）
、
（
下
）
」
国
際
商
事
法
務
〈
o－・
8
・
Z
0・ApiZ0・
印
参
照
。

（8
）

ωnEO白
8
2
Sミ
E
S
（印）唱曲
H
E∞
「
翻
訳
は
、
関
西
国
際
民
事
訴
訟
法
研
究
会
前
掲
注
（
5
）
、
〈
o－－
N∞－
Z
D・
ロ
・
一
四
O
八
頁
参
照
。
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（9
）
し
か
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
は
、
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
加
入
後
、
特
に
第
二
一
条
適
用
の
事
案
に
お
い
て
、
こ
の
条
文
の
実
際
の
運
用

に
お
け
る
不
都
合
な
面
を
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
法
理
で
是
正
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
岡
野
『
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
』
（
阪
大
出
版
会
）
第
三
章
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
」

七
二
貝
以
下
参
照
。

（
叩
）
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
〉
－

n
E
N
U－
MFE－司・』
g
R
P
S
Y白
g
丹
市
（
白
）
・
吉
岡
白
鼠
・
及
び
そ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
関
西
国
際
民
事

訴
訟
法
研
究
会
、
前
掲
注
（
6
）
、
〈
O
F
8・
Z0・F
九
八
二
頁
参
照
。

（
日
）
道
垣
内
「
二

O
O
一
年
六
月
の
外
交
会
議
の
結
果
と
し
て
の
『
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
裁
判
管
轄
及
び
外
国
判
決
に
関
す
る
条
約
案
』
」

N
B
L七
三
二
号
七
一
頁
の
仮
訳
に
よ
る
。
括
弧
が
き
の
部
分
は
意
見
の
分
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
九
九
年
一

O
月
の
準

備
草
案
に
つ
い
て
の
ナ
イ
、
ポ
カ
l
ル
に
よ
る
特
別
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
第
二
一
条
、
二
二
条
に
関
す
る
箇
所
の
翻
訳
は
、
道
垣

内
、
織
田
「
民
事
及
び
商
事
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
権
及
び
外
国
判
決
の
効
力
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
書
」
国
際
商
事
法
務
〈
o－－

N
P
Z
0・
P
一
一
二
五
頁
、
及
び

Zo・
g
・
一
二
五
六
頁
以
下
参
照
。

（
ロ
）
、
呂
町
、
『
白
ミ
ロ
活
科
］
開
。
何
回
E
E
ω
H・

（
日
）
の
与
岡
田
nF
冨
g
n
E口
g
p
v門店
内

E
U
4・
2
忌
OMJEBU0・わ白田町
Eι
正一
g
・［

H
S吋］門
ugmtEそ
∞
品
開
わ
河
怠
由

H・

（
日
）
凶
g
p
p
s宮
、
ミ
号
、
由
選
遠
足
送

p
a
t－S
5
2足
許
可
民
認
定

p
s
s
s
s
s
v
g号
R
o
s
s札
守
会
運
喜
（
NOCN）当－

U
H－－

ロペ－
F
・』・事由
UJ
品川
W
N
・

（
日
）
道
垣
内
「
裁
判
管
轄
等
に
関
す
る
条
約
採
択
を
め
ぐ
る
現
況
（
上
）
（
下
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
一
一
号
、
八
O
頁
、
一
一
二
二
号
、
八
七
頁
、

特
に
九
一
頁
参
照
。

（
日
）
。
。
。
申
・
ゐ
・

5
・

（
口
）
匂
位

（
国
）
リ
l
デ
ィ
ン
グ
ケ
l
ス
と
し
て
は
、
円
U
S
E
S
E
Eロ
w
Z・〉・
4・
k
p
s
w
a
p
B司自
E
Z白
455ω
・
〉
・
白
足
。
p
m
g
口
S
色
者
－

F－
MN－

E
∞
・
そ
の
他
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
岡
野
前
掲
注
（
9
）
第
五
章
「
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
下
に
お
け
る
外
国
訴
訟
差
止
の
可
否
」
一
一
一
九
頁

以
下
、
同
第
七
章
「
外
国
訴
訟
差
止
の
新
た
な
展
開
」
二

O
一
頁
以
下
参
照
。

（
印
）
岡
野
前
掲
注
（
9
）
第
三
章
参
照
。

（阪大法学） 52 (3・4-432)980〔2002.11〕



追
記
一
松
岡
先
生
に
は
、
公
私
に
わ
た
っ
て
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
研
究
の
一
層
の

ご
発
展
を
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ハーグ新条約案とフォーラム・ノン・コンビニエンス

（阪大法学） 52 (3・4-433)981〔2002.11〕


